
一
宮
市
妙
興
寺
の
弁
才
天
像
と
南
無
仏
太
子
像

1

未
指
定
文
化
財
か
ら
県
登
録
文
化
財
へ
ー

小

野

佳

代

は
じ
め

に

二
〇

一
四
年
に
愛
知
県
名
古
屋
市

に
あ
る
東
海
学
園
大
学
に
着
任
後
、
地
域
の

仏
像
に
目
を
向
け
、
細
々
と
で
は
あ

る
が
仏
像
調
査
を
行
う
よ
う
に
な

っ
た
。
二

〇

一
七
年
に
科
学
研
究
費
補
助
金

・
基
盤
研
究

(
C
)
「愛
知
県
尾
張
地
方

の
仏

像
に
関
す
る
総
合
的
研
究
-
中
央
と

の
関
係
と
地
域
性
1
」

(二
〇

一
七
-
二
〇

二

一
年
)
に
採
択
後
は
、
春
日
井
市

や
小
牧
市
、
犬
山
市
、
江
南
市
、
岩
倉
市
、

一
宮
市
と
い
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
尾
張
地
方
の
仏
像
調
査
を
本
格
的
に
開
始
し
た
。

調
査
対
象
と
し
た
仏
像
は
、
寺
院
の
宗
派
や
製
作
年
代
に
関
係
な
く
、
過
去
に
調

査
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
仏
像
、
い
わ

ゆ
る
未
調
査
、
未
指
定
の
文
化
財

で
あ

っ
た
。

調
査
を
始
め
た
頃
は
、
年
に
数
体
程
度
の
仏
像
を
対
象
と
し
た
が
、
徐
々
に
調
査

す
る
仏
像
の
数
も
増
え
、
今
で
は
年

に
百
体
近
く
を
対
象
と
す
る
こ
と
も
珍
し
く

な
く
な

っ
た
。
気
が
付
い
た
と
き
に
は
、
岐
阜
県
、
愛
知
県
、
小
牧
市
、
春
日
井

市
、
名
古
屋
市
、
各
務
原
市
の
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
ま
た
は
文
化
財
調
査
委

員
会
委
員
と
な

っ
て
い
た
。

今
、
改
め
て
尾
張
地
方
の
仏
像
調
査
を
振
り
返
る
と
、
平
安
時
代
や
鎌
倉
時
代

に
遡
る
古
い
仏
像
も
見
出
さ
れ
た
が
、
多
く
は
室
町
時
代
以
降
の
仏
像

で
あ

っ
た
。

し
か
し
こ
れ
は
私
に
と

っ
て
、
か
け
が
え
の
な
い
経
験
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
美

術
史
学

の
と
く
に
仏
像
彫
刻
の
分
野

に
お
い
て
は
、
飛
鳥
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
ま

で
の
仏
像
を
高
く
評
価
す
る
傾
向
が
あ
り
、
南
北
朝

・
室
町
時
代
以
降

の
仏
像
を

対
象
に
調
査
研
究
す
る
者
は
意
外

に
も
少
な
い
。
大
学
の
美
術
史
の
授
業

で
も
室

町
時
代
以
降
の
仏
像
彫
刻
を
取
り
あ
げ
な
い
こ
と
も
多
い
。

つ
ま
り
、
美
術
史
学

の
研
究
者
が
南
北
朝

・
室
町
時
代
以
降
、
江
戸
時
代
ま
で
の
仏
像
を
学
ぼ
う
と
し

て
も
、
像
の
詳
し
い
構
造
や
技
法
が
写
真
付
き
で
公
表
さ
れ
た
書
籍
や
論
文
が
極

め
て
少
な
く
、
学
ぶ
環
境
が
整

っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
私
自
身
も

そ
う
で
あ

っ
た
が
、
室
町
時
代
以
降
を
真
剣

に
学
ぼ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
自
ら
調

査
現
場

へ
出
て
い
く
よ
り
他
に
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
尾
張
の
仏
像
調
査
を

始
め
た
当
初
は
手
探
り
の
状
況

で
、
調
査
や
修
復
の
経
験
が
豊
富
な
先
生
方
か
ら

助
言
を
い
た
だ
き
な
が
ら
取
り
組
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
場
で
の
調
査

経
験
が
増
え
た
こ
と
で
、
尾
張
地
方

の
仏
像

の
特
徴
や
年
代
観
に
つ
い
て
の
自
分

自
身
の
物
差
し
が
徐
々
に
出
来
上
が

っ
て
い
っ
た
。

二
〇
二
二
年
四
月
か
ら
は
、
あ
ら
た
に
科
学
研
究
費
補
助
金

・
基
盤
研
究

(C
)

「愛
知
県
の
仏
像
に
関
す
る
調
査
研
究
-
伝
播
と
移
動
に
注
目
し
て
ー
」
(
二
〇
二

ニ
ー
二
〇
二
六
年
)
に
応
募

・
採
択
さ
れ
、
愛
知
県

の
尾
張
地
方
に
限
ら
ず
、
そ

の
周
辺
地
域
の
仏
像
を
対
象
と
し
た
調
査
研
究
を
開
始
し
た
。
愛
知
県
は
関
西
と

関
東
を

つ
な
ぐ
交
通
の
要
衝
に
位
置
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
両
文
化
圏
の
影
響
を

受
け
や
す
く
、
そ
れ
が
愛
知
県
の
仏
像
の
特
徴
に
も
な

っ
て
い
る
。
の
こ
り
四
年

の
研
究
期
間
で
、
文
化
や
技
法
の
伝
播
、
人
や
仏
像

の
移
動
と
い
っ
た
点
を
意
識

し
な
が
ら
、
愛
知
県
の
仏
像
の
調
査
研
究
に
取
り
組
む
予
定

で
あ
る
。
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さ
て
、
二
〇
二
二
年
度
は
愛
知
県
お
よ
び
岐
阜
県
の
延
べ
三
十
九
力
寺
を
訪
問

し
、
七
十
三
躯
の
仏
像
を
視
察

・
調
査
し
た
。
こ
こ
で
は
、

一
宮
市
妙
興
寺
の
仏

像
を
紹
介
し
た
い
。
二
〇
二
二
年
五
月
二
十
二
日
、

一
宮
市
博
物
館
主
任

(学
芸

員
)
の
石
黒
智
教
氏
よ
り
仏
像
調
査

の
依
頼
が
あ
り
、
実
査

の
運
び
と
な

っ
た
。

当
日
は
妙
興
寺
の
客
殿

(方
丈
)
、
仏
殿
、
弁
天
堂
の
仏
像
を
拝
見
し
た
が
、
す

で
に
指
定
に
な

っ
て
い
る
仏
像
は
の
ぞ
き
、
未
指
定

の
像
を
中
心
に
調
査
し
た
。

と
く
に
優
れ
た
二
躯

の
像
、
す
な
わ
ち
弁
天
堂
安
置

の
木
造
弁
才
天
坐
像
と
客
殿

安
置

の
木
造
南
無
仏
太
子
立
像
を
調
査
し
た
結
果
を
報
告
す
る
。

一
宮
市
妙
興
寺
の
歴
史
に
つ
い
て

妙
興
寺
は
愛
知
県

一
宮
市
大
和
町

に
あ
る
臨
済
宗
妙
心
寺
派
の
大
寺
院
で
あ
る
。

く
ら
ん
ど

め
っ
し
ゅ
う
そ
う
こ
う

貞
和
四
年

(
=
二
四
八
)
に
尾
張
国
中
島
城
主
中
島
蔵
人
の
次
男

・
滅
宗
宗
興
が

な
ん
ぽ
じ
ょ
う
み
ょ
う

亡
き
父
母
の
恩
に
報
い
る
た
め
に
創
建
し
た
寺
院
で
、
先
師
に
あ
た
る
南
浦
紹
明

(円
通
大
応
国
師
)
を
勧
請
開
山
と
し
た
。
伽
藍
は
貞
和
四
年
よ
り
造
り
は
じ
め
、

十
八
年
後
の
貞
治
四
年

(
=
二
六
五
)
に
完
成
し
た
。
伽
藍
完
成
以
前
の
文
和
二

よ
し
あ
き
ら

年

(
=
ご
五
三
)
、
妙
興
寺
は
足
利
義
詮
の
祈
願
所
と
な
り
、
延
文
元
年

(
=
二

五
六
)
に
は
後
光
厳
天
皇
の
勅
願
寺

と
な

っ
た
。
妙
興
寺
の
草
創
期

の
寺
領
は
、

総
計
百
十
八
町
七
反
に
お
よ
ぶ
広
大

も
の
で
、

一
時
は
三
百
四
十
六
町
余
も
の
寺

　ユ
　

領
を
有
し
た
ほ
ど
で
あ

っ
た
。
妙
興
寺
は
創
建
以
来
、
室
町
幕
府
か
ら
厚
遇
さ
れ
、

諸
山
と
同
格
に
列
せ
ら
れ
て
き
た
が
、
応
永
七
年
、
十
二
年
、
二
十
四
年
と
三
度

の
火
災
に
見
舞
わ
れ
て
堂
塔
伽
藍

の
多
く
を
焼
失
し
た
。
ま
た
室
町
幕
府
の
勢
力

が
衰
え
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
か

つ
て
の
寺
勢
を
失

っ
て
い
っ
た
。

天
正
十
八
年

(
一
五
九
〇
)
、
豊
臣
秀
次
の
特
命
に
よ
り
、
京
都
の
妙
心
寺
か

な
ん
か
げ
ん
こ
う

ら
名
僧

・
南
化
玄
興

(定
慧
円
明
国
師
)
が
招
か
れ
、
再
興
を
図

っ
た
。
妙
興
寺

が
法
灯
を
維
持
で
き
た
の
は
、
豊
臣
秀
吉
に
よ
る
三
百
石
の
寺
領

の
寄
進
が
あ
り
、

慶
長
六
年

(
一
六
〇

一
)
に
は
寺
領
が
二
百
石
に
減
額
さ
れ
た
も
の
の
、
江
戸
時

代
以
降
も
歴
代
尾
張
藩
主
か
ら
二
百
石
を
安
堵
さ
れ
、
こ
れ
が
近
世
妙
興
寺
の
経

済
的
基
盤
と
な

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
明
治
時
代

に
な
る
と
寺
領
は
没
収
と

な
り
、
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
。
さ
ら
に
明
治
二
十
三
年

(
一
八
九
〇
)
に
火
災

で
諸
堂
が
焼
失
、
翌
二
十
四
年

に
は
濃
尾
大
地
震

で
諸
堂
倒
壊
の
憂
き
目
に
遭

っ

て
し
ま

っ
た
。
し
か
し
明
治
末
か
ら
大
正
期

に
か
け
て
諸
堂
は
復
興
さ
れ
、
大
寺

院

の
姿
を
取
り
戻
し
た
。
南
か
ら
総
門
、
勅
使
門
、
放
生
池
、
山
門
、
仏
殿
が
ほ

ぼ

一
直
線
上
に
並
び
建
ち
、
周
囲
は
広
大
な
森
に
包
ま
れ
、
京
都
五
山
に
負
け
な

い
風
格
で
あ
る
。

妙
興
寺
は
歴
史
上
、
火
災
や
地
震
な
ど
の
災
難
に
幾
度
も
見
舞
わ
れ
て
い
る
が
、

幸
い
に
し
て
後
光
厳
天
皇
よ
り
賜

っ
た
勅
額

「国
中
無
双
禅
刹
」
を
掲
げ
る
勅
使

門
が
現
存
す
る
。
ま
た
宝
蔵
も
火
災
を
免
れ
、
貴
重
な
古
文
書
類
や
仏
像
、
絵
画

な
ど
の
宝
物
が
伝
わ
る
の
は
誠
に
喜
ば
し
い
こ
と
と
言
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。

以
下
、
火
災
を
免
れ
た
未
指
定
文
化
財
、
す
な
わ
ち
木
造
弁
才
天
坐
像
と
南
無

仏
太
子
立
像
に

つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

一
、

木
造
弁
才
天
坐
像

(図
1
～
8
)

木
造

玉
眼

彩
色

一
躯

像
高
三
二

・
七

㎝

〔形
状
〕

ま
ば

頭
髪
は
地
髪
部
で
は
疎
ら
に
ま
と
め
、
七

つ
の
髪
束
を
肩
ま
で
垂
ら
す
。
頭
上

が
い
と
う

に
は
翁
面
蛇
体
の
宇
賀
神
を
い
た
だ
く
。
三
道
相
を
あ
ら
わ
す
。
大
袖
衣

・
櫃
福

は
い
し

ほ
こ

衣

・
背

子

・
裾

・
腰

布

を

着

す

。

腕

は

八

壁

と

し

、

左

の
第

一
手

は
鉾

、

第

二
手

か
ぎ

は
宝
輪
、
第
三
手
は
弓
、
第
四
手
は
宝
珠
、
右
の
第

一
手
は
鍮
、
第
二
手
は
棒
、

や

第
三
手
は
箭
、
第
四
手
は
剣
を
と
る
。
右
足
を
外
に
し
て
跣
坐
す
る
。

〔法
量
〕
(単
位

㎝
)

像

高

三
二

・
七

(
一
尺
八
分
)

髪
際
高

二
三

・
○

(七
寸
六
分
)

頭
頂
-
顎
(宇
賀
神
頭
部
を
の
ぞ
く
)

一

一
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坐 膝 膝 腹 面 面
高
奥(張 奥 奥 長

を

〇 四 三 八 八 七

〇 五 五 八 三 三

面

幅

胸

奥

肘
張

(袖
)

膝

奥

膝
高

(右
)

四 五 七 七 五

五 八 六 六 八

〔品
質
構
造
〕

か
ん
ぞ
う

檜
材
。
寄
木
造
り
。
彩
色
。
玉
眼
嵌
入
。
宝
冠

・
鳥
居

・
冠
糟

・
以
上
銅
製
鍍

よ
う
ら
く

金
。
理
路

・
垂
飾
が
付
属
。

像
表
面
に
現
代
の
彩
色
が
厚
く
塗

ら
れ
て
い
る
た
め
、
構
造
が
判
然
と
し
な
い

は

が
、
次
の
よ
う
に
推
測
さ
れ
る
。
頭
体
幹
部
は
前
後
二
材
矧
ぎ
。
内
刹
り
を
施
し
、

わ
り
く
び

ぞ
う
し
ん
つ
か

三
道
下
で
割
首
す
る
か
。
宇
賀
神
は
別
材
矧
ぎ
。
体
幹
部
前
面
材
に
は
像
心
束
を

彫
り
残
す
。
こ
の
体
幹
部
材
に
、
両
体
側
部
材

・
腰
脇
部
材

・
両
脚
部
材

・
裳
先

・

く
っ
ぴ

両
脚
部
の
底
板

・
八
腎
を
別
材
で
矧

ぐ
。
八
腎

の
う
ち
屈
腎
す
る
腕
は
肘
で
さ
ら

に
別
材
を
矧
ぐ
。

像
表
面
は
白
下
地
、
彩
色
仕
上
げ

(現
状
、
灰
色
仕
上
げ
)
。
頭
髪
の
毛
筋
、きん

眉
、
着
衣
部
の
唐
草
文
様
、
頭
上
の
宇
賀
神

の
元
結
紐
、
頭
髪
の
筋
、
髭
等
は
金

で
い
 泥
で
描
く
。
唇
は
朱
彩

(宇
賀
神
の
唇
も
同
様
)
。
瞳
は
黒
、
そ
の
周
り
の
黒
目

は
茶
。
白
眼
白
。
目
頭

・
目
尻
を
朱

で
ぼ
か
す
。

〔保
存
状
態
〕

両
腰
脇
材
、
体
幹
材
背
面
の
下
部
、
両
脚
部
の
底
板

(お
よ
び
底
板
の
内
の
補

か
ま
ち

材
)、
像
表
面

の
彩
色

の
す
べ
て
、
玉
眼
、
宝
冠
、
台
座

(下
か
ら
椎
座
、
岩
座
、

か
し
ょ
う

荷
葉
座
)

・
光
背

(輪
光
)
、
以
上
後
補
。
八
腎
お
よ
び
持
物
も
後
補
か
。

〔考
察
〕

妙
興
寺
弁
天
堂
に
安
置
さ
れ
る
。
頭
上
に
翁
面
蛇
体
の
宇
賀
神
を
い
た
だ
く
八

一
宮
市
妙
興
寺
の
弁
才
天
像
と
南
無
仏
太
子
像

腎
弁
才
天
坐
像
で
あ
る
。
檜
の
寄
木
造
り
の
技
法

で
作
ら
れ
た
像
高
三
二

・
七

㎝
、

玉
眼
、
彩
色
仕
上
げ
の
小
像
で
あ
る
。
本
像
は
面
幅
が
広
く
、
頭
部
も
四
角
く
、

髪
際

の
ラ
イ
ン
も
角
張

っ
て
お
り
、
ま
た
脚
部
に
う
ね
り
の
あ
る
曲
線
の
衣
文
を

つ
く
り
、
像
底

に
は
像
心
束
を
彫
り
残
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
様
式
、
技
法
上
の

特
徴
は
い
ず
れ
も
南
北
朝
時
代
を
代
表
す
る
院
派
仏
師
の
仏
像
に
み
ら
れ
る
も
の

で
あ
る
。
補
修
箇
所
が
や
や
多
い
の
が
残
念
で
は
あ
る
が
、
本
像
は
院
派
系
統
の

仏
師
に
よ
る
南
北
朝
時
代

の
作
と
推
定
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
妙
興
寺
仏
殿
の
本
尊
、
木
造
釈
迦
如
来
及
両
脇
侍
坐
像
が
院
派
仏
師

い
ん
じ
ゅ
ん

の
作
で
あ
り
、
両
脇
侍
像
の
頭
部
内
か
ら

「院
遵
」
の
墨
書
が
見

つ
か

っ
て
い
る
。

院
遵
と
は
南
北
朝
時
代

の
院
派
仏
師
を
代
表
す
る
院
吉
の
子

(ま
た
は
弟
子
)
と

考
え
ら
れ

て
い
る
人
物

で
あ
る
。
院
吉
は
足
利
氏
の
菩
提
寺

・
等
持
院

の
本
尊
地

蔵
菩
薩
像
を
造
立
し
て
等
持
院
大
仏
師
と
な

っ
た
人
物
で
、
足
利
尊
氏

・
直
義
と

い
う
最
も
強
力
な
後
援
者

の
も
と
で
造
像
活
動
を
し
て
い
た
仏
師
と
し
て
知
ら
れ

て
い
る
。
当
時
、
室
町
幕
府
と
結
び

つ
い
て
活
躍
し
て
い
た
院
派
仏
師
が
妙
興
寺

本
殿
の
本
尊
像
を
造
立
し
、
さ
ら
に
同
派
の
特
徴
を
も

つ
弁
才
天
坐
像
が
妙
興
寺

に
現
存
す
る
の
は
大
変
に
興
味
深
い
。

　　
　

こ
こ
で
弁
才
天

の
意
味
に

つ
い
て
少
し
触
れ
て
お
き
た
い
。
弁
才
天
と
は
仏
教

の
守
護
神
で
あ
る
天
部
の

一
つ
で
、
サ
ン
ス
ク
リ

ッ
ト
語
で
は
サ
ラ
ス
ヴ
ァ
テ
ィ
ー

(GQ
巽
9
。。〈
p
㊥

と
い
い
、
大
弁
才
天
女
、
妙
音
天
、
美
音
天
な
ど
と
訳
さ
れ
る
。

古
代
イ
ン
ド
の
サ
ラ
ス
ヴ

ァ
テ
ィ
ー
は
河
の
名
前
で
あ

っ
た
が
、
神
格
化
さ
れ
て

学
問
、
叡
智
、
音
楽

の
女
神
と
な

っ
た
。

日
本
で
弁
才
天
の
像
を
河
や
池
な
ど
水

辺
に
祀
る
こ
と
が
多
い
の
は
、
河
の
名
を
起
源
と
す
る
神
だ
か
ら
で
あ
る
。

こ
の

た
び
調
査
し
た
弁
才
天
像
も
妙
興
寺
境
内
の
池
近
く
の
弁
天
堂
内
に
祀
ら
れ
て
い

る
。弁
才
天
は
護
国
経
典

の

『金
光
明
最
勝
王
経
』
な
ど
に
説
か
れ
、
古
く
奈
良
時

代
か
ら
造
像
例
が
あ
り
、
最
古

の
例
と
し
て
は
東
大
寺
旧
法
華
堂
安
置
の
塑
造
八

腎
弁
才
天
立
像
が
あ
げ
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
本
像
は
奈
良
時
代
の
弁
才
天
像
と
は

異
な
り
、
中
世
以
降
に
誕
生
し
た
宇
賀
神
と
結
び

つ
い
た
弁
才
天
、
す
な
わ
ち
宇
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一
宮
市
妙
興
寺
の
弁
才
天
像
と
南
無
仏
太
子
像

賀
弁
才
天
像

で
あ
る
。
宇
賀
神
は
蛇

形
に
変
じ
て
人
の
前
に
現
れ
る
と
い
い
、
ま

た
蛇
神
や
龍
神
と
の
か
か
わ
り
も
深
く
、
稲
荷
神
と
も

つ
な
が
り
、
福
徳
神
と
し

て
の
性
格
が
強

い
。
こ
の
宇
賀
神

と
結
び

つ
い
た
、

日
本
独
自

の
弁
才
天
像
は

『仏
説
最
勝
護
国
宇
賀
耶
頓
得
如
意
宝
珠
陀
羅
尼
経
』
な
ど
弁
天
五
部
経

に
説
か

れ
る
が
、
い
ず
れ
も
日
本
で
撰
述
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
経
典
に
よ
る

と
、
宇
賀
弁
才
天
は
手
に
は
鉾
、

輪
、
弓
、
宝
珠
、
剣
、
棒
、
鍮

(鍵
)
、
箭
を

と
る
こ
と
、
ま
た
頭
頂
に
白
蛇

(宇
賀
神
)
と
華
表

(鳥
居
)
を
戴
く
と
い
う
。

手
に
宝
珠
と
鍵
を
と
る
こ
と
で
、
福
徳

・
財
宝
神
と
し
て
の
性
格
が
強
調
さ
れ
、

人
々
に
信
仰
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

宇
賀
弁
才
天
の
作
例
は
日
本
各
地

に
現
存
す
る
が
、
鎌
倉
時
代
や
南
北
朝
時
代

に
さ
か
の
ぼ
る
も
の
は
多
く
な
い
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
本
像

の
よ
う
に
南
北
朝

時
代
の
院
派
系
統
の
仏
師
に
よ
る
宇
賀
弁
才
天
像
が
現
存
す
る
の
は
貴
重
で
あ
る
。

修
理
箇
所
が
や
や
多
く
、
表
面
彩
色

が
現
代
の
も
の
で
あ
る
の
が
惜
し
ま
れ
る
が
、

院
派
系
統
の
仏
師
作
と
し
て
は
貴
重

で
あ
り
、
ぜ
ひ
後
世

に
伝
え
て
い
く
こ
と
が

望
ま
れ
る
。

二

、

木
造
南
無
仏
太
子
立
像

(図
9
～
18
)

木
造

玉
眼

漆
塗
り

一
躯

像
高
三
三

・
八

㎝

裾 膝 胸 肩
奥

張 張(張

奪

二 八 五 〇
● ● ● ●

二 八 八 〇

裾 膝 腹 肘
奥
奥(奥 張

を

七 四 六 一

〇 七 〇 二

 

〔品
質
構
造
〕

檜
。
割
矧
ぎ
造
り
。
現
状
、
漆
塗
り
。
玉
眼
嵌
入
。

頭
体
幹
部
は
両
腕

の
肘
ま
で
を
含
ん
で

一
材
か
ら
彫
出
し
、
両
耳
の
後
ろ
を
通

る
線

で
前
後
に
割
矧
ぎ
、
内
到
り
を
ほ
ど
こ
し
て
割
首
す
る
。
さ
ら
に
両
肩
お
よ

び
面
部
で
も
割
矧
ぐ
。
両
肘
よ
り
先

(前
博

・
手
首
先
)、
袴
の
裾
に
別
材
を
矧

ぐ
。
像
本
体
と
台
座
が
接
着
さ
れ
て
お
り
、
像
底
の
観
察
は
不
可
。

表
面
は
白
下
地
、
漆
塗
り
。

〔保
存
状
態
〕

像
表
面
は
現
状
で
は
漆
塗
り
。
漆
層
の
下
に
白
色
の
ほ
か
、
朱
の
彩
色
が
見
え

る
箇
所
が
あ
る
。
当
初
は
彩
色
仕
上
げ
。
両
肘
よ
り
先

(両
手
首
先
を
含
む
)
、

袴
の
左
裾
先
、
像
表
面
の
漆
塗
り
と
白
下
地
、
台
座

(須
弥
座
形
。
漆
箔
、
朱
漆
)
、

以
上
後
補
。
袴
の
右
裾
先
を
欠
失
。
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〔形
状
〕

頭
部
を
円
頂
と
す
る
童
子
形
。
上
半
身
は
裸
形
と
し
、
下
半
身
に
長
袴
を
着
し
、

合
掌
し
て
立

つ
。
袴
の
裾
は
背
面

で
後
方
に
引
く
。
太
子
が
数
え
で
二
才
の
春
、

東
方
を
向
い
て
合
掌
し
、
「南
無
仏
」
と
唱
え
た
と
い
う
伝
記
に
基
づ
く
造
像
。

窪
像 量

面 頂 〕

融鴨
曇 巴

四 七 ・
・ ・ 八

七 八(

尺

面 耳 寸

奥 張 分
)

六

・
五

六

・
三

〔考
察
〕

客
殿
の
須
弥
壇
上
の
小
厨
子
内
に
安
置
さ
れ
る
。
上
半
身
を
裸
形
と
し
袴
を
着

け
て
合
掌
す
る
通
例
の
南
無
仏
太
子
像

で
あ
る
。
像
高
は
三
三

・
八

㎝
と
い
う
小

ぶ
り
な
サ
イ
ズ

で
、
檜
の
割
矧
ぎ
造
り
、
玉
眼
嵌
入
、
現
状
は
表
面
が
漆
塗
り
の

像

で
あ
る
。
頭
部
が
や
や
大
き
い
が
、
童
子

の
体
形
と
し
て
は
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い

体
躯
に
あ
ら
さ
れ
る
。
ふ

っ
く
ら
と
し
た
頬

に
は
張
り
が
あ
り
、
目
は
左
右
で
輪

郭
線
が
少
し
異
な
り
、
わ
ず
か
に
つ
り
目
と
す
る
。

口
を
し

っ
か
り
と
結
び
、
正

面
を
見

つ
め
る
表
情
は
凛
々
し
く
、
生
気
が
こ
も
る
。
目
鼻
立
ち
が
顔
の
中
央
に

集
ま

っ
て
い
る
の
も
特
徴
的

で
あ
る
。



　ヨ
　

本
像
の
合
掌
す
る
姿
は
十
世
紀
に
撰
述
さ
れ
た

『聖
徳
太
子
伝
暦
』
に
記
さ
れ
た
、

二
歳
の
太
子
が
東
方
を
向
い
て
合
掌
し

「南
無
仏
」
と
唱
え
た
と
い
う
伝
記
に
基

づ
く
も
の
で
あ
る
。
ま
た
鎌
倉
時
代
前
期
に
法
隆
寺
僧
の
顕
真
が
記
し
た

『古
今

目
録
抄
』
な
ど
に
よ
る
と
、
太
子
が
誕
生
以
来
握

っ
て
い
た
仏
舎
利
が
掌
中
よ
り

出
現
し
た
こ
と
を
記
し
て
お
り
、
よ

っ
て
太
子
二
歳
像
で
は
合
掌
し
た
手

の
間
に

隙
間
を

つ
く
る
作
例
が
多
い
。
残
念
な
が
ら
、
本
像
の
合
掌
手
は
後
補

で
あ
る
。

　る
　

『吾
妻
鏡
』
承
元
四
年

(
一
二

一
〇
)
十

一
月
条
を
み
る
と
、
源
実
朝

(
=

九
二
～

一
二

一
九
)
が
持
仏
堂
で
南
無
仏
太
子
像
を
供
養
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
る
。
実
は
こ
れ
が
単
独
の
南
無
仏
太
子
像
が
製
作
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
史
料

上
の
初
見

で
あ
る
。
鎌
倉
時
代
は
聖
徳
太
子
信
仰
が
隆
盛
し
た
時
代
で
も
あ
り
、

鎌
倉
時
代
後
期
か
ら
南
北
朝
時
代
に
か
け
て
数
多
く
の
太
子
像
が
製
作
さ
れ
た
。

と
く
に
元
享
元
年

(
=
壬

=

)
の
太
子
七
百
回
忌
を
中
心
に
盛
り
上
が
り
を
見

せ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
兵
庫

・
善
福
寺
に
伝
わ
る
慶
派
仏
師
の
湛
幸
作
の
南
無
仏
太
子
像

(十
三
～
十
四
世
紀
、
図
19
)、
大
阪

・
香
雪
美
術
館
の
南
無
仏
太
子
像

(十
四
世

紀
、
図
20
)
は
鎌
倉
時
代
後
期

の
作
例
で
あ
る
が
、
広
島

・
浄
土
寺
の
院
勢
作
の

南
無
仏
太
子
像

(建
武
五

・
=
壬
二
八
年
、
図
別
)
は
南
北
朝
時
代
に
入

っ
て
す

ぐ
の
作
例
で
あ
る
。
本
像
と
比
較
す
る
と
、
顔
の
表
情
は
香
雪
美
術
館
像
や
広
島

・

浄
土
寺
像
に
近
く
、
袴

の
表
現
は
浄
土
寺
像
に
近
い
。
以
上
か
ら
本
像
は
鎌
倉
時

代
後
期
か
ら
南
北
朝
時
代
頃

の
製
作
と
推
定
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
私
が
妙
興
寺

の
南
無
仏
太
子
像
を
調
査
す
る
に
先
立
ち
、
椙
山
女

学
園
大
学
の
見
田
隆
鑑
氏
が
本
像
を
実
査
し
、
そ
の
報
告
が
最
近
出
さ
れ
た
こ
と

　
う
　

を
知

っ
た
。
見
田
氏
が
推
定
し
た
本
像

の
推
定
年
代
は
鎌
倉
時
代
後
期
か
ら
南
北

朝
時
代
で
あ
り
、
私
と
同
様

で
あ
る
。
た
だ
し
見
田
氏
に
よ
る
と
、
愛
知
県
内
の

指
定
に
な

っ
て
い
る
南
無
仏
太
子
像

の
多
く
が
真
宗
寺
院
に
伝
わ

っ
て
お
り
、
妙

興
寺
の
仏
像
や
仏
画
に
は
他
寺
か
ら
伝
わ

っ
た
も
の
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
像
も

他
所
か
ら
移
さ
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。
し
か
し

一
方
で
、
中
世
妙

興
寺
に
お
け
る
太
子
信
仰
や
舎
利
信
仰

の
姿
を
伝
え
る
尊
像
で
あ

っ
た
可
能
性
も

一
宮
市
妙
興
寺
の
弁
才
天
像
と
南
無
仏
太
子
像

あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
本
像
に
は
銘
が
な
く
、
現
状
で
は
そ
の

ど
ち
ら
か
は
判
じ
が
た
い
。
た
だ
、
本
像
は
顔

の
表
情
を
は
じ
め
見
ど
こ
ろ
の
あ

る
優
れ
た
太
子
像
で
あ
り
、
像
の
製
作
さ
れ
た
推
定
年
代
が
妙
興
寺
創
建
の
貞
和

四
年

(
=
二
四
八
)
と
近
い
の
は
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
創
建
期
の
院
派
系

統

の
仏
師
が
手
掛
け
た
像
で
あ
る
可
能
性
も
捨

て
が
た
い
。
多
く
の
聖
徳
太
子
像

の
像
内
か
ら
墨
書
名
や
納
入
品
が
見

つ
か

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
本
像
を
修

理
す
る
際

に
は
注
意
さ
れ
た
い
。

お
わ
り

に

こ
の
た
び
の
調
査
で
、

一
宮
市
妙
興
寺
に
は
未
指
定
な
が
ら
寺
院
創
建
期
と
近

い
時
期

の
弁
才
天
坐
像
と
南
無
仏
太
子
立
像
が
伝
存
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

妙
興
寺

に
は
仏
殿
の
本
尊

・
木
造
釈
迦
如
来
及
両
脇
侍
坐
像
を
は
じ
あ
、
客
殿
の

本
尊

・
如
意
輪
観
音
坐
像
が
同
じ
く
南
北
朝
時
代
の
像

で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
像
は

一
宮
市

の
指
定
文
化
財
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
仏
殿
の
本
尊
像
は
、
先
述
の

と
お
り
院
派
仏
師

の

「院
遵
」
銘
の
あ
る
貴
重
な
像

で
、
極
め
て
保
存
状
態
が
良

く
、
ま
た
妙
興
寺

の
歴
史
を
語
る
上
で
も
重
要
な
像
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
近
く
市

　　
　

指
定
か
ら
県
指
定

に
す
る
よ
う
答
申
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

こ
の
た
び
調
査
し
た

弁
才
天
坐
像
と
南
無
仏
太
子
立
像
の
二
躯
も
そ
れ
と
近
い
時
期

の
像
と
推
測
さ
れ

る
が
、
誠
に
惜
し
い
こ
と
に
保
存
状
態
が
良
い
と
は
言
え
ず
、
当
初
の
彩
色
も
残

っ

て
い
な
い
。
し
た
が

っ
て
現
時
点
で
は

一
宮
市
の
指
定
文
化
財
に
す
る
に
も
や
や

難
し
い
状
況
に
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
二
躯
と
も
に
妙
興
寺

の
歴
史
や
信
仰
を

考
え
る
う
え
で
重
要
な
像

に
は
変
わ
り
な
く
、
ぜ
ひ
と
も
保
護
さ
れ
、
後
世
に
伝

え
て
い
く

べ
き

で
あ
る
。

二
〇
二
三
年
四
月
よ
り
愛
知
県
で
は
新
た
に
文
化
財
登
録
制
度
が
ス
タ
ー
ト
す

る
。
対
象
と
な
る
の
は
、
国
の
登
録
文
化
財
と
同
じ
五

つ
の
種
別
、
す
な
わ
ち
有

形
文
化
財
、
無
形
文
化
財
、
有
名
民
俗
文
化
財
、
無
形
民
俗
文
化
財
、
記
念
物
で

あ
る
。
し
か
も
、
地
方
指
定
文
化
財
以
外
の
も
の
が
対
象
と
な
る
。

つ
ま
り
、
市
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町
村

の
指
定

に
な
る
も
の
は
対
象
外

で
、
今
回
調
査
し
た
仏
像
の
よ
う
に
市
の
指

定

に
は
届
か
な
い
未
指
定
文
化
財
が
対
象
と
な
る
。
よ

っ
て
、
妙
興
寺
の
弁
才
天

坐
像
と
南
無
仏
太
子
立
像
の
二
躯
を
今
後
、
愛
知
県
の
登
録
有
形
文
化
財
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

近
年
、
文
化
財
の
保
存
と
活
用
と

い
う
言
葉
を
聞
く
よ
う
に
な

っ
た
。
私
の
関

係
す
る
自
治
体
で
も
、
地
域
の
寺
院
調
査
や
文
化
財
指
定
に
積
極
的
に
な

っ
て
き

た
印
象
を
受
け
る
。
今
後
ま
す
ま
す
地
域
の
未
指
定
文
化
財
を
ど
う
す
べ
き
か
が

議
論
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
未
指
定
文
化
財
を
日
々
調
査
す
る
者
と
し
て

は
、
こ
の
よ
う
な
機
運
が
生
ま
れ
た
の
は
喜
ば
し
く
、
新
た
に
始
ま
る
県
の
文
化

財
登
録
制
度
に
も
期
待
し
た
い
。

〔註
〕

(
1
)
妙
興
寺

の
歴
史
は

『新
編

一
宮
市
史
』
資
料
編
補
遺
二
、
妙
興
寺
文
書

(
一
宮
市
、

一
九
八
〇
年
)
、
河
野
宗
寛
編

『妙
興
寺
誌
』
(長
嶋
山
妙
興
報
恩

禅
寺
、

一
九
六
五
年
)
等
を
参
照
し
た
。

(
2
)
弁
才
天
に
つ
い
て
は
、
根
立
研
介

『
日
本
の
美
術
』
三

一
七

吉
祥

・
弁
才

天
像

(至
文
堂
、

一
九
九
二
年
)
、
笹
間
良
彦

『弁
才
天
信
仰
と
俗
信
』
(雄
山

閣
、
二
〇

一
七
年
)
等
を
参
照
し
た
。

(3
)
『聖
徳
太
子
伝
暦
』
(『
大
日
本
仏
教
全
書
』

一
一
二

聖
徳
太
子
伝
叢
書
、

仏
書
刊
行
会
、

一
九

一
二
年
)。

(4
)
『吾
妻
鏡
』
承
元
四
年

(
一
二

一
〇
)
十

一
月
条

(『国
史
大
系
』
新
訂
増

補
、
吉
川
弘
文
館
、

一
九
六
八
年
)。

(5
)
見
田
隆
鑑

「大
学
と
地
域
博
物
館
の
連
携

に
よ
る
文
化
財

の
保
存

・
活
用

に
関
す
る
研
究
」
(『文
化
情
報
学
部
紀
要
』
二
二
、
椙
山
女
学
園
大
学
、
二
〇

二
二
年
)
。

(6
)
私
自
身
が
現
在
、
愛
知
県
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
で
あ
り
、
仏
像
彫
刻

の
諮
問

・
答
申
を
担
当
し
て
い
る
。

〔図
版
出
典
〕

図
1
～
18

高
橋
寛
撮
影
。

図
19

『
千
四
百
年
御
聖
忌
祈
念
特
別
展

聖
徳
太
子

日
出
つ
る
処
の
天
子
』
(大

阪
市
立
美
術
館
、
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
で
開
催
の
展
覧
会
図
録
、
日
本
経
済
新

聞
社
、
二
〇
二

一
-
二
〇
二
二
年
)
。

図
20

・
21

『聖
徳
太
子
展
』
(東
京
都
美
術
館
、
大
阪
市
立
美
術
館
、
名
古
屋
市

美
術
館

で
開
催
の
展
覧
会
図
録
、
N
H
K
、
二
〇
〇

一
年
)。

〔付
記
〕

本
研
究
報
告
は
、
二
〇
二
二
年
度
の
学
研
究
費
補
助
金

・
基
盤
研
究

(
C
)

「愛
知
県
の
仏
像
に
関
す
る
調
査
研
究
-
伝
播
と
移
動
に
注
目
し
て
ー
」

の
研
究

成
果
の

一
部
で
す
。

一
宮
市
妙
興
寺
の
仏
像
調
査
に
当
た

っ
て
は

一
宮
市
博
物
館

主
任

(学
芸
員
)
の
石
黒
智
教
氏
、
ま
た
後
日
、
十
月
二
十
八
日
の
写
真
撮
影
に

あ
た

っ
て
は
妙
興
寺
の
塔
頭

・
來
薫
院
住
職
の
平
松
良
順
氏
に
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
図
19
～
21
は
出
典
に
記
載
の
と
お
り
、
展
覧
会
図
録
よ
り
転
載
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

プ

ロ
フ
ー

ル

東
海
学
園
大
学
人
文
学
部
教
授
。
博
士

(文
学

・
早
稲
田
大
学
)
。
専
門
は
日

本
彫
刻
史
。
愛
知
県

・
岐
阜
県

の
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
を
務
め
る
。
東
海
印

度
学
仏
教
学
会
理
事
。
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臨

で

敷

沖

へ 、 博

ヘへ 眠 ㌦戦

、 榊

r沖'曽

冗 ㌔史

浄党

無

畑 職

＼ 、軋軋㌔"

ご"樽 駄こ 曽へ}

.

寸ミご㌔、}

仲へ 、"駄
焼、 帆漕蝋 へ
ぐ 、㌦ 碧
唖㌔ へ 、 翻

駄 賦ミ、
嵐 嚇㌔ 年

、 ㍉ へ轟
㌔"臥

へ 、 韓博 臥博轄

鉢 噸Ψ奇 ・
・＼ い 螺}・こ

、 へ

・曽'旋

＼ べ 愚 瞭年
へ 轍 寸年
、 略 尊七

続

図1弁 才天坐像 全体
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一
宮
市
妙
興
寺
の
弁
才
天
像
と
南
無
仏
太
子
像

盤
羅

灘
.

謙
灘

.嘱烹

.、隙
譲

糠叢

灘

灘

＼
藁
轟

鑛

、蒸

総
翻

　繕

離
騨

　
繍

菖
蕊
逮
撫
嚢

　

・
ぐ

煽
博ド

"煙＼

飼

灘

鞭
＼評静

艸 鰹

・ ベ
へ・ 一 ミ㌔てごミ へ

噂 。へ"で 博

図2弁 才 天 坐 像 正 面

へ　 へヘ ヰ

蕪 認ヘヒ ド ぐ サ

、甑騨 ミ掌N噛
、へ気 議 臨

ヘ ヘ

ヘ へ

.噸
判

、

へ

や ヰ ぜ キ 　

阜 層 ・ 腰 使 ㌔邸 博 丼 年 、
、

ヘ へ め

図3弁 才天坐像 背面

灘
醗
鞭

翻
謹
難

錨

繍
翻

麹
・ 診 ・.駄べ ㌦転"孟 睦 へへ㌢ .

へ 唾 w》 ＼㌦

ヘ へ 特 翫

、
マ
削 削 、 悼 、嫡 博 史態
》 曽 長 胤 帖

暗 贋 帆 ㌔ 悼 ㌦3臨 、鱒
ゆ 転

悼 ㌔ ㌔ 轄
鴨 史 へ
㌔ 戯 、

図4

鱗
謬
騨

噛慧
ギ
・へ酔
暗

弁

気

㌔

轟

∵＼

、弧

紺帆蕪
♪
騨
晶
磐

翻譲
　ヘ

ド

醐

～∴
、避

邸

ーへ、
粍
㌦・沖

軍ご

二

、蟻

㌦

蹴

砥博鎖
漕
＼

へ

。

翫
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謬縣響

図7弁 才天坐像 脚部

鱗

籔

灘躍難
獣騨馨

』メ
図6弁 才天坐像 頭部正面

謙織
し ヘ

へ触 る

・
欄'、 盤

瓢5謎
ぐ.～

図8弁 才天坐像 像底
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へ

帆

臨

へ

へ

㌔

へ

㌔
沖

図9南 無仏太子立像 全体

一128一



嚇、塗
、轟
軸譲

織

劇
、

い

へ
博
・

等

㌔

寒

ご

臨

L

、

照
軋
九こ

"へ

博

こ

鞭

㍉

跡
七
閥

こ

"

瓦

㍗
お
つ

雲

へ
＼

"

=

へ

≧

中

ヘへ

へ

へ

赫

博唖

赫

い腎 博

博曳博 峠

㌔へ曽
博

へ博

帆

へ

Nぜ

へ

で、博

へ

㌔
唖

唖
、博

㌔

、

へ

蕾仲

史

暫

、

"

博
へ

史党
・
溝

無

凝

括

、
"

ミ
k
嬉

へ、

左側面南無仏太子立像図10右側面南無仏太子立像図11

こ

㎞

へ

㌔

、博 唖 へ悼

博
吋

へ

v

㌔翫
曽 へ

峠

 

ご

博

胃

腎

沖
で

」
博"
博

 

、

年

曽

博
曽

へ」へ
へ

 

㍉

へ

、畑
曳

職
㌧

栴へ

博
藁

埠
、 博

寸 、
へ
、仲vで

仲 ヘ

へ眠
軸 斗 ・

博 寸 中

 

へ

ヘ

へ
帆、Nへ

聾
㌔

㌔

㌔

博

へ
で

翫

吊
へぞ

岨
榊

」"こ

㌔姻
騨.櫨

議

ミ

韓
ミ

㍉

こ
"

蕊
懸
瀧

、噛
・
議

爵

ぐ

9・

魁

臥

、

㌦

、
帖
∴

帆

粛

瓢
、
ー

.・
へ
繋

ミ
掌
箏
慧

隷

左斜側面南無仏太子立像図12背面南無仏太子立像図13
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一
宮
市
妙
興
寺
の
弁
才
天
像
と
南
無
仏
太
子
像

図14南 無仏太子立像 上半身正面

一
図15南 無仏太子立像 上半身背面

無仏太子立像 上半身左側面

 

臨

図

灘

図17南 無仏太子立像 上半身右側面
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図19兵 庫 ・善福寺

湛幸作(13～14世 紀)

図18妙 興寺客殿

図21広 島 ・浄土寺

院勢作(建 武5・1338年)

轟
輿
鹸
繕

図20大 阪 ・島香雪美術館

(14世紀)
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